


























































































































































































































1 8．1 0．81 0．3 0．03
2 8．7 0．87 0．1 0．01
3 7．7 0．77 2．2 0．22
4 7．7 0．77 9．0 0．90
5 8．5 0．85 9．2 0．92
6 8．7 0．87 11．5 1．15
7 11．4 1．14 16．6 1．66
8 11．1 1．11 21．2 2．12































Nal No　2 No　3 Ne　4 No　5 Na　6 Na　7 NQ　8 No　9
図・6精製後の試料各フラクシヨンの赤外線
　　吸収スペクトル〔ゾーン通過回数20回）
図・7　P－cresol　m　Cres。：1、状態図1。tεrnst、・nalCrbt［cet　Table。mtt値による1
????）
PtFCSol
VVtFS　→ mt「eso1
純度9．　9．　8％のパラクレゾールが収率22％（No，1お
よびNo．2は全試料の2／9である）でえられる・
　なお，表・1および図・5でNQ．1の部分がNo・2
の部分よりメタ体の濃度がわずかに多いのは，ゾーン
精製操作中，溶融，凝固のくりかえしのさいにおこる
体積変化（試料）のために，No。1の部分で1部ソー
ン精製にかからぬf固所があるためと解釈される。また
図・7はメタおよびパラクレゾール両異性体の状態図
であるが，図から明らかなようにメタ体40％以下の濃
度ではゾーン精製によって両異性体の分離の行える二
とがわかる。
（168）
ゾーン・メルティング法によるクレゾール異性体の分難
合では，両者の分離が有効に行われることを認めた。
4結 語
　クレゾール異性体のうち蒸留法で分離困難なメタお
よびパラクレゾール混合物の分離精製をゾーン・メル
ティング法で試みた。メタおよびパラクレゾールの融
点，また両者混合物の融点は常温付近であるので，と
くに常温から一40℃迄常用できる低温用ゾーン・メ
ルティング装置を考案して用いた。メタおよびパラク
レゾール混合物で共融化合物を作らない範囲の混合割
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